
【令和7年度　継続助成】

公益財団法人　洲崎福祉財団　御中

日

■申請法人 （法人格）

申請事業の拠点住所 -

-

連絡責任者（担当窓口）

活動開始年月 年

法人設立年月 年

■法人概要 事業数 事業 施設数 カ所

全体の事業区分（事業区分ごとに実施している事業名と、事業名の末尾にその登録利用者数を記入）

申請事業所の利用者等 法人全体の人数状況

名 名

名 名

名 名 名 ～

名 名 名

名 名 名

名 名 名

名

受付番号欄
令和7年度 継続助成申請書

投函日：令和 年 月

法人格

（印）
〒

ふりがな

ふりがな 書類送付先
※上記と違う場合

のみ記入 〒

施設名

法人名 住
所役職

（印）

代表者名 施設名

住
所役職

立場 申請事業所の活動時間

固定電話 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 ・ 日 ・ 祝

月

氏名 月

ふりがな
（印）

Eメール

備考WEBの有無

SNSの有無

携帯電話 　　曜日 AM　　：　　～PM　　：

FAX 　　曜日 AM　　：　　～PM　　：

訓練等給付

障害児・相談系事業

その他

介護給付

名定員 1日の平均利用者数

利
用
者

身体 知的 重心

視覚 精神 医ケア

登録
利用者数 名

患者会の
会員数

年齢幅 歳 歳

障害者手帳
所持率 ％

平均
利用年数 年

中心
年齢層 代

聴覚・
言語 発達 高齢者

肢体 重複
健常者
大人

年

利用者合計

名

内部 難病
健常者
子供

平均年齢 歳

従
業
員

常勤 名 非常勤

平均
勤続年数

フォーム改変禁止

HP ブログ 無し

Facebook X(旧Twitter) Youtubeインスタ

※

※

※

※

記入例フォーム改変禁止
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【令和7年度　継続助成】

法人設立の経緯、背景

法人の理念、特色（他団体との違い）

法人の日常活動

これまでの活動実績（本事業に関連するものがあれば）

過去の受取助成金　（過去に10万円以上の助成金を受けた団体名を新しい年度順に記入）

運営上の課題　（該当するものを選んで、下欄に自由に記入）

今後（3～5年程度）の法人としての事業構想

年度 団体名 助成額
（万円）

助成事業の名称

採用 後継者 施設 設備 法務福祉サービス 経理

その他

※
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【令和7年度　継続助成】

■法人収支推移

活動計算書（全体） 単位：万円/税込

受取会費

受取寄付金

受取補助金（国・地方自治体）など

受取助成金（民間助成団体）

事業収益

その他収益

経常収益計

経常費用計

当期経常外収支

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

決算月 月
当年度
予算

前年度
決算（予算）

2年度前
決算

3年度前
決算

入会金

会費・賛助会員 名

会費・正会員 名

寄付・個人

寄付・企業・団体

■申請事業所の利用者等推移 単位：名（平均工賃・賃金は円）

定員数

登録利用者数

1日平均利用者数

平均工賃・賃金推移（該当する場合のみ）
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【令和7年度　継続助成】

■継続助成事業の申請

申請事業名

事業期間 令和 年 月 ～ 令和 年 月 ＝ 年間

申請事業の概要

Why（なぜ）：なぜ、今この事業が必要なのか。何が問題なのか。当事者の困りごとを具体的に。

What（何を）：受益者のために何をするのか。事業実施後に起こる変化とは。

When（いつ）：どのような経過で、いつまでに達成するか。

（全体像を簡潔に）

（事業期間内における具体的な達成目標）

申請事業のポイント説明

Who(m)（誰のため）：誰が受益対象者か。事業の成果を享受できるのは何人くらいか。

Where（どこ）：対象地域はどこか。どのように拡大を図るか。

How（どのように）：どのようにして実現するのか。手段、連携パートナーなど特長的な点は。
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【令和7年度　継続助成】

■継続事業全体の計画

1年目（令和8年6月～） 年間事業費 万円 うち助成金 万円

当年のポイントとなる行動 (月)

主たる助成金の内訳 単位：万円/税込

2年目（令和9年6月～） 年間事業費 万円 うち助成金 万円

当年のポイントとなる行動 (月)

3年目（令和10年6月～） 年間事業費 万円 うち助成金 万円

当年のポイントとなる行動 (月)

総事業費 万円 うち助成金 万円

助成率

当年
の

ゴール

定性
目標

定量
目標

6 7 8 9 10 511 12 1 2 3 4

費目 使途・品名、支払先、金額の根拠
事業
費用

うち
助成金

✕

当年
の

ゴール

定性
目標

定量
目標

6 7 8 9 10 511 12 1 2 3 4

助成率

当年
の

ゴール

定性
目標

定量
目標

6 7 8 9 10 52 3 4

助成率

11 12 1

助成率

※
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【令和7年度　継続助成】

■本事業遂行にあたりネックと想定されること、その対策

■助成終了後の事業展望とその収支（主な財源と費用）

■代表者のメッセージ（事業遂行にあたっての想いを自由に記入）

251006
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